
第83期 定時株主総会
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◆監 査 報 告

◆連結計算書類
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報告事項



当社グループの業績

前期
（2018年度）

当期
（2019年度） 前期比

売 上 高 7,326 6,780 △7.5％

売 上 総 利 益 率 44.4％ 44.8％ ＋0.4P

営 業 利 益 673 548 △18.6％

営 業 利 益 率 9.2％ 8.1％ △1.1P

当社株主に帰属する当期純利益 543 749 ＋37.9％

44.8％

（億円）

6,780

548

8.1％

749

米ドル 平均レート（円） 110.7 109.1 △1.6

ユーロ 平均レート（円） 128.8 121.2 △7.6

人民元 平均レート（円） 16.5 15.7 △0.8

前期の実績は2019年10月に株式等譲渡した車載事業を除いた数値。



制御機器事業 3,528億円

電子部品事業 884億円

社会システム事業 845億円

ヘルスケア事業 1,120億円

本社直轄事業（その他事業） 364億円

本社他（消去調整含む） 39億円

52%

13%

12%

17%

5% 1%

6,780
億円

部門別概況

部門別連結売上高および構成比



部門別概況

営業利益売上高

629
536

当期
（2019年度）

前期
（2018年度）

当期
（2019年度）

前期
（2018年度）

3,918制御機器事業

（億円）（億円）

3,528

[プログラマブルコントローラ]



部門別概況

営業利益売上高

当期
（2019年度）

前期
（2018年度）

当期
（2019年度）

前期
（2018年度）

電子部品事業

（億円）（億円）

82

9

884
1,031

[スイッチ]



部門別概況

営業利益売上高

58

82

当期
（2019年度）

前期
（2018年度）

当期
（2019年度）

前期
（2018年度）

750
社会システム事業

（億円）（億円）

[駅務システム]

845



部門別概況

[電子血圧計]

営業利益売上高

当期
（2019年度）

前期
（2018年度）

当期
（2019年度）

前期
（2018年度）

ヘルスケア事業

（億円）（億円）

1,1201,155
130 135



部門別概況

営業利益売上高

364

△5

7

当期
（2019年度）

前期
（2018年度）

当期
（2019年度）

前期
（2018年度）

417

・環境事業

・バックライト事業

本社直轄事業
（その他事業）

（億円）（億円）



1株当たり配当金

84円

当期
（2019年度）

前期
（2018年度）

84円

※2019年度の額は、本日の上程議案に基づいています。

前期と同額



自己株式取得

186億円自己株式取得



◆事 業 報 告

◆監 査 報 告

◆連結計算書類
計算書類報告
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連結貸借対照表

5,736
資産合計

流動資産

投資その他の資産

7,581
資産合計

4,471

1,145
有形固定資産

1,965

負債合計

2,255

7,581

負債・純資産
合計

（億円）

純資産合計

5,326
株主資本

5,304

（億円）

株主資本比率70.0%



連結損益計算書

（億円）

前期
（2018年度）

当期
（2019年度）

前期比

売 上 高 7,326 6,780 △7.5％

売 上 総 利 益 3,255 3,037 △6.7％

販売費及び一般管理費 2,089 2,030 △2.8％

試 験 研 究 開 発 費 493 460 △6.8％

そ の 他 費 用 13 29 ＋117.9％

継続事業税引前当期純利益 659 518 △21.4％

当 期 純 利 益 550 753 ＋37.0％

当社株主に帰属する当期純利益 543 749 ＋37.9％





新型コロナウイルス感染症に対する取り組み

次期（2020年度）の運営方針

コロナショック後を見据えて

対処すべき課題

次期（2020年度）の運営方針

コロナショック後を見据えて



新型コロナウイルス感染症に対する取り組み

社員の健康・安全の確保と感染症拡大防止

お客様への供給責任の完遂

事業を通じた社会への貢献



社員の健康と感染症拡大防止を最優先に運営

新型コロナウイルス感染症に対する取り組み

グローバル全社員の状況把握体制の構築

事業所や工場を一時閉鎖

3密対策を徹底し、事業を継続



新型コロナウイルス感染症に対する取り組み

事業を通じた社会への貢献

社員の健康・安全の確保と感染症拡大防止

お客様への供給責任の完遂



日本 8拠点
草津・綾部・松阪など

中国 4拠点
上海・大連・深圳

東南アジア 3拠点
インドネシア・マレーシア・ベトナム

お互いをカバーできる三極生産体制で運営

新型コロナウイルス感染症に対する取り組み



新型コロナウイルス感染症に対する取り組み

マスクなど医療用品の製造ラインに不可欠な制御機器の供給

マスクの製造ライン



新型コロナウイルス感染症に対する取り組み

電子体温計の大幅増産

松阪工場



新型コロナウイルス感染症に対する取り組み

事業を通じた社会への貢献

社員の健康・安全の確保と感染症拡大防止

お客様への供給責任の完遂



新型コロナウイルス感染症に対する取り組み

機械式の人工呼吸器の開発プロジェクトへの参画



新型コロナウイルス感染症に対する取り組み

各自治体へのヘルスケア商品の寄贈



非接触の皮膚赤外線体温計を1万本寄贈

新型コロナウイルス感染症に対する取り組み



新型コロナウイルス感染症に対する取り組み

次期（2020年度）の運営方針

コロナショック後を見据えて

対処すべき課題



新型コロナウイルス影響により、厳しい事業環境が継続

業績と年間配当の予想を合わせて
7月末までに発表予定

新型コロナウイルス対策と
収益確保を最優先した 「有事モード」 で運営

次期の運営方針



2019年度実績2008年度実績

借入金

売上総利益率

544億円

34.8%

現預金 466億円

株主資本比率 55.4％

有事にも揺るがない強固な財務基盤を擁している

44.8%

17億円

1,855億円

70.0%

17億円

1,855億円

70.0%

強固な財務基盤



新型コロナウイルス感染症に対する取り組み

次期（2020年度）の運営方針

コロナショック後を見据えて

対処すべき課題



新たな社会的課題

モノづくり現場における“新たな”省人化

医療業界における遠隔医療の拡大



モノづくり現場における“新たな”省人化

“新たな”省人化（作業者不足・ 3密対策）



人手中心の組立・検査 新しい省人化

モノづくり現場における“新たな”省人化



新たな社会的課題

モノづくり現場における“新たな”省人化

医療業界における遠隔医療の拡大



医療業界における遠隔医療の拡大



病院
測定データ
・解析結果

家庭

心電計付血圧計
（血圧測定時に

心電図をとることが可能）

腕時計型の血圧計

日常生活下での血圧/心電の測定
家庭での測定データと

AIを用いた解析結果を医師が確認

医療業界における遠隔医療の拡大

診断・治療




